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林内閣佐藤尚武外相の外交構想（國岡）
一四三
〈研究ノート〉林内閣佐藤尚武外相の外交構想
――展開と限界――
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はじめに
　
一九三七年三月、佐藤尚武が外務大臣に就任した。その
頃の政治情勢はどのようであったか。　
一九三七年一月広田内閣の解散後、宇垣一成に大命が降
下した。しかし陸軍が総意をもって反対したため、宇垣は大命を拝辞せざるを得なかった。陸軍がこれに反対した裏には、重要産業五ヶ年計画を断行し とする石原莞爾らの策動があった。石原グループはこの計画実行のためにも、計画に賛同していた林銑十郎を首相に望ん い 。宇垣では石原らの思い通りには動かないと思われたからである。こうして林銑十郎に大命が降下 、石原グループの十河信二を組閣参謀長 送りこみ、林内閣の組閣に深く関与
した。組閣には紆余曲折があったが、石原グループの結城豊太郎は蔵相になり、池田成彬は日銀総裁に補せられた。一九三七年三月佐藤尚武は林銑十郎内閣の外務大臣に就任するが、この内閣は石原莞爾らのロボット内閣ではないかと、世間に疑惑の目を向けられていた
（（
（
。
　
当時日本は中国の排日的高関税に応酬する形で冀東密輸
（冀東特殊貿易）を行い、 中国側に多大な損害を与えていた。さらに、北支自由飛行等日本の北支進出により、中国の対日態度は非常に悪化していた。それに併せて、西安事件による中国統一の動きが強まっていた。急速な対日硬化と中国が団結して日本に向かってくるおそれから、日本では中国との国交調整が急がれるようになっていた。　
日ソ関係は一九三六年一一月に締結された日独防共協定
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により急激に緊迫したものになっていた。というのも、この協定は、表向きは国際共産党 対するものだったが、実際はソ連に対する軍事協定の密約だったのである。これを知ったソ連は、当時仮調印にまで至ってい 日本との漁業条約を突然延期した。漁業条約は一九三六年 ぱ で切れることになっていたが そもそもソ連は五ヵ 計画の成果により、それまで重視していなかった東部シベリアに注目するようになっていた。人口の移植、港湾整備、シベリア鉄道の輸送能力の増大に伴 、都市や漁村の開発に力を入れるようになっていた。そし 、ソ連は今まで日本に独占されていた漁業利権の回収を望むようになり、日本の漁業権行使に妨害を加え、日本 漁業権 縮小、漁民の削減を求めるよう なっていた。一九三六年当時モスクワで駐ソ大使だった重光葵と外務人民委員代理ストモニヤコフの交渉は難航し、結局既存の条約期間が切れるぎりぎりの十二月三一日に暫定取決めを交わす 留まっ この取決めの期間が一年間とされたので、一九三七年内に漁業条約を調印する必要に迫られてい
（（
（
。また、ソ連との解決が迫
られる問題はこの漁業問題の他にソ満国境調整委員設置問題があった。極東ソ連軍の拡充により、国境紛争が絶えなかった
（（
（
。
　
このような情勢の中、日中戦争が勃発する直前の林内閣
で佐藤は外相として何をしようとしたのか。それを明らかにすることで、佐藤尚武が外交に与え 影響を考察したい。　
先行研究は以下の通りである。臼井勝美氏「佐藤外交と
日中関係―一九三七年三月～五月―」が佐藤尚武外交の全体像を提示している。この中で、平和的外交方針を持つ佐藤尚武が特異な存在だったのではなく、外務省・陸軍省・参謀本部・海軍省等各界の、停滞した中国関係打開を望む流れの中で現れたものだとしている。佐藤外相時に作成された「対支実行案」および「北支指導方策」と 当 日中間で問題となっていた冀東特殊貿易、北支自由飛行問題の解決案も、佐藤が外相に就任する前 起草されたものあると指摘し、このことからもやはり時局の流 と要望に添ったものだと ている。対中政策の新しい機運に添うものとして登場した佐藤は、対 政策を具体的 推進 せ 。しかし、満州国堅持を主張していた佐藤に対し中国国内では満州国回復に慎重なグループ 積極的なグループが混していた。意見の統一が されていなか たことは、中国側に問題があった いる。結局 在任期間が三か月と短かったため、日中国交回復を す事は出来 かった。それでも臼井氏は、佐藤を幣原 匹敵するスケール あ
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とし、その外交構想は実現する価値は十分あった、として高く評価している
（（
（
。
　
藤江賢治氏「 「佐藤外交」の特質―華北政策を中心に―」
は、臼井氏の論文を受けて佐藤外交が日中関係打開の契機になるよう各界 要望 成立したとした。さらにその背景についてより詳しい解説を加えている。藤江氏は佐藤外交失敗の原因として津石鉄道問題を挙げた。支那駐屯軍は華北開発至上主義であったため国民政府の意向を顧みておらず、佐藤外交と対立 いた、とした。また一方で、国民政府も冀察政権廃止の方向で動 て ており、元より佐藤の示した冀察政権法幣援助を実行する気はなかったとした。これらのことから、藤江氏は、結局のところ日中双方に問題があり、佐藤外交 妨げ なったと結 づけ いる
（（
（
。
　
両論文とも、対中政策の転換を前提として、佐藤尚武外
務大臣就任が実現したとし いる。しかし果たしてそれだけであろうか。　
佐藤は外務省内でも指折りのソ連通であった。日中関係
が緊迫している時にわざわざ中国にさほど精通 ていない人物を持ち出すであろうか。筆者は対中政策の転換のために、戦争 避ける佐藤の基本姿勢が採用さ たという点に
異論はないが、林内閣の成立に関与した人々によって、むしろ佐藤の対ソ経験が重視されたという見方を取っている。就任前の佐藤の発言と、外相就任までの周囲の動きを見ていくことで、 外相就任の意味を異なる視点から考察したい。　
また、佐藤外交の限界は両氏が結論付けたもの以外にも
あるのではないだろうか。当時日本は政治工作を止めて、日満支経済強化政策に転換することを強調した。この政策は政治と経済を分ける方針であった。しかし、政治と経済は単純に割り切れるものではない。政府の打ち出した方針に問題はなかったのかという点 ついても、考察 たい。
第一章
　
佐藤尚武の外交理念
　
第一節
　
外相就任前の見解
　
本章では佐藤尚武自身がどのような外交観を持っていた
のか、就任前の発言と就任時 議会で行った演説から明らかにしたい。　
佐藤尚武は一八八二年大阪の旧津軽藩士田中珅六の二男
として生まれ、外交官佐藤愛麿の養子となった。東京高等商業学校専攻部領事科在学中 一九〇五年、外交官試験に合格した。翌年 らロシアに七年間勤務した。その後ハル
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ビン在勤となり、赤軍の東漸を阻止するためにも、日本はシベリアに出兵すべきだと政府に進言した
（（
（
。このハルビン
在任中に、日本人がとかく力を持って中国人に接する風潮に反発し、中国要人 夫人同伴の会合を開くなど、欧米人と接する時と同じような態度で接していた。この頃から相手国の代表には礼をもって接し、その土地ごとの風習や言葉に敬意を払うことが、佐藤の外交交渉 基本とし 確立されていった
（（
（
。
　
その後スイス・フランス、ポーランド、ベルギー、再び
フランス勤務を経て、一九三七年外相になるまでの間、国連総会に参加、国連帝国事務総長を務め、ジュネーブやロンドン軍縮会議の全権を務めるなど、 「国際会議屋」 して活躍した。この期間に佐藤は 国際社会の信頼を得 ことが、国が存立していく上で かに重要な かを自覚した。また ソ連との国交が成った際は、モスクワの大使館建設に尽力した
（（
（
。このような経歴を持つ佐藤は、その外交
手腕が優れていたゆえに在外生活が長かった。国連において「佐藤の言葉なら誤りなし
（（
（
」と各国代表団に言われるほ
どの信頼を得、さらに「洋服を着た武士
（（1
（
」の異名を取った
ことからも、そ 力量が高かったことが分かる。　
では佐藤が持っていた外交理念とはどのようなも で
あったか。佐藤の外相就任前の発言を、講演録や雑誌への寄稿文を中心に見ていきたい。就任前年の一九三六年日本国際協会の講演では次のように述べている。日本の人口増加はまさに「爆裂せんとする汽缶と異ならざるべし」と心配し、この人口過剰対応策 して人々に職を与えることで膨張する国民を養う策が必要であると考えていた。その策 は工業化と外国貿易振興であるとした。そこで問題となって来るのが原料 獲得と国外販路の建設であった。一九三四年に日本が輸入した綿花・羊毛・石油・銑鉄・パルプ等日本工業 とって欠かせない原料が同年輸入総額に占める割合は四八・五％に当たっ
（（
（
。このことからも、当
時原料品の獲得が重要問題であっ とが分かる。そのため佐藤は原料品市場の自由開放を主張し、購入に障害を設けようとする企てには断固として反対 。さら 分配問題が過去に紛争 原因 たことを指摘 、原料分配の不平等 甚だしく分配の犠牲者である国 不安を抱かせている現状を述べた。その上で、各国政治家が他国の立場に立って考えることが望ましく、自己の市場から他国を排斥しようとする政策は何人の利益にもならない 主張した
（（1
（
。このように、佐藤はいわゆる持てる国・持たざる国を
認識していた。佐藤の唱 市場開放はあ ま 紛争回避
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のための国際協力であった。また、佐藤にとって最悪の政策は「洋の東西を区別し相対抗させること
（（1
（
」であった。
　
また、日本は人口、領土面積、天然資源、原料が豊饒で
ある極めて膨大な二隣国を有している
（（1
（
と、ソ連と中国のこ
とを資源国として注目していた。さらに、 「此等二箇国の一は数億の人口を擁し過去数千年来あ ゆる天災地変若くは困難に遭遇しつつ尚能くそ 生存 保持 たり
（（1
（
。 」と、
中国の長い歴史と経験に敬意を示すとともに、 「強大なる潜在力を有する国
（（1
（
」として一目置いていた。このように中
国を強国として認めていたことは当時の日本では珍しく、佐藤がどの国に対しても同じよう 払っ 表れだと言える。　
満州については、満州の発展を認めつつ、日本としても
新興国樹立の当時、世界 楽土としての国家を建てるべく努力することを公約している、我々はこの公約に背かず、五族安住の国 して満州 の安定を一日も早く実現せねばならない、こ ためには何よりも協力一致 いうこが最も緊急であることを痛感す と述べてい
（（1
（
。満州国
は佐藤にとって、日本の国際的地位 危うくす ものでなかった。日本の国際社会で 地位の維持を重視 る佐藤がこの様に考えるのだから、当時国際社会に満州 黙認の
風潮は確かにあったのだろう。　
対ソ観についてはどのようであったか。佐藤が在ポー
ランド大使として帰朝した際に貴族院午餐会で語った講演と、雑誌『貿易』に詳しく述べられている。それによると、ソ連の地盤が弱いという一般意見とは異なり、実際は「赤
［マ］
は赤なりの秩序
（（1
（
」が整っていると見ていた。さらに、
ソ連に対して頭から安心してか ると非常な間違 が起きると注意した。という も、ソ連は都合に応じて態度を変えるため、いずれ必ず日本に対して赤化工作を行うであろうことを覚悟しなけ ばならないと考え たからである
（（1
（
。佐藤が赤化運動をここまで警戒するのには訳があった。
それは、日本が天然資源に乏しく他国 援助を仰がなければ成り立たない国だと考えたからである。ソ連は「立派自給自足の国である」から共産主義でも成り立って行けるのであって、日本 共産主義を取り入 た ば滅亡の道を辿るだろうとして、国民の左傾化に対し注意を促した
（11
（
。
　
その一方でソ連のことは資源国として重視していた。
何分日本は原料の乏しい国でありますから、原料の得られる所ならば何処にでも手を延ばすということが必要らしく私共には考えられます。北米合衆国や印度からのみ原料を取り寄せるという事であったならば、日
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本の経済上の基礎は非常に不安定で、国際的の関係は如何に変転するか分らない、その変転に依って吾々の産業の基礎が脅かされる様ではずいぶん不安心であります。是は私一個の考えに過ぎませんが、若しシベリアなり何処なりもっと先の露西亜内地なりに手を延べて、そこからも原料が来るという風にしては如何か。石油は地続きで石油 貰える所は露西亜より他にない、露西亜は鉄もあれば材木もある、行く行くは綿どの非常に大きな産地が出来そうである
（1
（
。
とまで述べ、積極的な日ソ経済提携を希望していた。佐藤は日本を地理的本質から捉え、資源を他国に依存せざるを得ない弱点を強く自覚していたのである。　
外務省で佐藤の前後の世代には革新派として名高い白鳥
や松岡がいるが、佐藤はそういった人たちとは性格 異にしている。在外生活が長かった影響はもちろん が、彼等革新派とは違い全く 言っていいほど政治色を帯びていなかった。　
第二節
　
外相就任にあたって
　
林大将に組閣の大命が下った際、外務大臣候補としては
東郷茂徳、佐藤尚武、白鳥敏夫、松岡洋右らが注目されて
いた
（11
（
。林は同郷の小幡に打診したところ、小幡は一旦引き
受ける構えを見せた。しかし中国問題で意見が合わず、さらに小幡の嫌う白鳥敏夫を次官にしようとする動きが見られたこともあって小幡は辞退した。小幡は辞退 際、外務省の最長老で る佐藤を推薦した
（11
（
。そこで林は佐藤を外
相にしようということになった。　
一九三七年三月二日、フランスから帰ってきたばかりの
佐藤尚武駐仏大使に、堀内謙介外務次官から外務大臣就任の要請が行われた。当時佐藤は五六歳で、 フランスから戻ったら辞任し、三一年 めた外交省から去るつもりであった
（11
（
。そこに外相就任の要請があったのだから、佐藤にと
てはまさに寝耳に水の出来事であった。さ 、官職に拘る性格ではない上に、佐藤自身、外相は在外生活の長い外務省出身者はなるべきでないという考えの持ち主だ たので、当初外相になるつもりは かったようである そんな折、林首相から、外務大臣 選出に苦労している 、なかなか決まらないことに対し天皇陛下も心配を聞 された
（11
（
。そこまで言われて、誰も引き受け手がいな
いのだから断るわけにはいかず、自分が役 立てるのならば、と佐藤は即時承諾した。ただしその際、 は林銑十郎首相に四つの入閣の条件を示した。それは、
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（一）
	 日本は極力いずれの国とも戦争を避けて平和裡に国際関係を律していくこと、連盟脱退後の日本としては、平和 維持していくことが絶対必要であること。
（二）
	 中国と平等な立場において、平和 交渉によって国交を調節 、両国間利害の衝突を緩和しなければならないこと。日本の朝野には中国 相手とする場合、ある種の優越感をもってこれに臨もうとする風があるが、これは最も忌むべき とで、こういう考えを持して る以上 友好きない。
（三）
	 対ソ関係で、これまた武力衝突を避け平和維持すること、ソ連と事を起こす 日ソ間の局限された問題ではあり ず、米国がソ連の援助者となることを覚悟しなけ ばな
（四）
	 対英国交の調整で、双方の言いぶん 調節して国交を建て直すこと。
であった
（11
（
。この四点はいずれも就任前から佐藤が持ってい
た経済提携強化・ 「平等」関係・戦争回避の方針に当てはまるものである。佐藤は自分の平和的外交方針が内閣の方針に沿うか疑問であったし、また自分の方針が必ずしも世
論と一致するとは限らないので、もしかすると内閣の命取りになるかもしれないがそれでも良いのか、と林首相に尋ねた。 す と林首相は、 佐藤の考えに同意を示した
（11
（
。 さらに、
対中・対ソ政策 もに一刻も早い打開が求められる重要な時期であるから、認識のズレがあってはならな 、ということで、林は佐藤と杉山元陸軍大臣が対談する機会を設けた。 の会談で、外務・軍部・各方面一致して強力な一元外交を倒立することが最も急務であるこ の意思確認を佐藤・林・杉山は行った
（11
（
。
　
このように、佐藤は入閣にあたって念入りに確認作業を
行っている。長い在外生活から突然内 に かわ ことで果たして大丈夫なのか、自分の外交方針を曲げずとも良いのか、確認を怠らなかった。このこと 、佐藤の、自分の外交方針を曲げるつもりはなく、あくま 自分は自分の外交方針でいくという外交官としての芯 表れだと言える。　
こうして帰国から間もない三月四日、正式に外務大臣に
就任した。佐藤 外交方針は、八日の貴族院本 議における大河内輝耕子爵の質問に対す 答弁で明らかにされた。その内容は以下の通り ある。　
佐藤は在外生活が長く国内の手続きや慣例に不慣れであ
ることを先に断った後、広田内閣や林首相の外交方針 引
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き継いで、必要に応じて変更を加える方針を示した。対ソについてはこの数年紆余曲折を経ているが、現状をこのまま続けて くということは両国にとっ 好ましくない、自分も日ソ関係を良くしていきたい、と述べた。続けて、ソ連政府と国際共産党の結びつきを述べ その赤化運動に日本も入っているようである、ソ連が国際共産党 活動を止めれば日本のみならず各国との関係もよくなるであろう、と述べた
（11
（
。
　
イギリスとは、日本がイギリスの差し伸べた手を握らな
かったように見える、近年不幸にして両国の間には色々な問題が生じたが、イギリスのみならず中国に利害関係 有する各国に対して、無用の危惧を与え無用に焦燥させる必要はいずれの点においてもない 反対に出来るだけ彼らの心配の点も考慮し十分に彼らの持つ権益を尊重す ことに努め、そして排他的でなく平和的に我々が中国に発展しいく、ということについてこれら諸国に十分な了解を得る、つまり我々の態度に関して十分なる了解を たせる いうように仕向けていく、 れが日本の真の利益 擁護す 所以であると信じている、と述べた
（11
（
。
　
続いて日中間の問題は、 「新しき出発点」から見直して
みたいというように考え る と述べた。その「新しき
出発点」とは、今まで日本がとって来た中国に対する態度は一旦水に流して 平等の立場に立 改めて交渉することであった。佐藤は、これは決して特別な譲歩をするわけでも特別な扱いをするというわけではなく、普通の考えで普通にやろうというだけのことである、日本が平等の立場に立つ決心をすれば、交渉にも変化が起きるであろう、これから中国全体の問題、北支の問題 その他 との間に懸案のまま存在している問題に関して再検討を加え、自分等の緊密なる権益を犠牲にしな 範囲内において 十分に協調の態度をとって折衝してみた 、と述べた
（1
（
。
　
この権益を犠牲にしない範囲の限度は、佐藤にとっては
満州であった。満州は日本の名誉にかけても譲ることはできないと考えていた。中国が満州回復を求めてきた場合談判破裂で交戦もやむを得ないとさえ考え い
（11
（
。極力戦
争を避ける姿勢の佐藤にとっても、満州国の堅持に対しては強い意志を持っていたのである。　
とにかく、この「新しき出発点」の方針は、入閣の四条
件で二番目に挙げた平等の立場で日中交渉にあたること一致していた。佐藤が中国政策に関して最も詳しく述べていることから、対中政策の見直しにその重点 置いていたことが分かる。対中問題の調整に成功することこそ日本の
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対ソ・対英米関係の摩擦を除き、同時に世界の信用を高めると考えていた。　
三月一一日の衆議院本会議で佐藤の外交理念の全貌が公
表された。民政党鶴見祐輔代議士は日伊協定・日独協定に対する欧州の反応につ ての意見を尋ね、政友会芦田均代議士は林内閣の具体的な大陸政策を明らかにするよう佐藤外相に答弁を求め 佐藤はこれに対し、欧州の政情に関して、 「欧州に果して戦争が勃発するような危機が そこに存在しているかどうかということについて、私は或いは楽観論者であるかもしれませんけども、なるほど国際間の関係は頗る逼迫しておりますけども、その逼迫そ ものが果して戦争 移る性質のものである かどうかと うことにつきましては、私は多大な疑問を持っており」 日伊・日独協定のために直接日本が欧州の政局に巻き込まれるという考えは持っていない、と丁寧に応えた
（11
（
。佐藤は続け
て、中国と平等の立場に立つことに関して心配があるよだが、日本の中国に対する方策が公正なものであ ならば、これを天下に示して中国と交渉するに当たり何ら心配必要はないし もし交渉が不調に終わっても、 手国 態度が変わるまで忍耐をもって継続するほかない 思う、と答えた
（11
（
。さらに対ソ国境問題に関しては、国境を接してい
る以上この様な問題が生じるのは当然であって虚心坦懐に平和を欲し誠意を持ってソ連にあたったならば、国交回復は不可能ではないだろう、と述べた
（11
（
。また、対中政策に関
して 、その根本方針を変更しようというのではなく、従来のやり方について再検討 行うとい ことであり、自身の所見と総理・陸相の所見とが一致し ない は思わいことも伝えた
（11
（
。そして答弁の最後に以下のように述べた。
本当の意味の危機、詰り戦争の勃発という意味の危機、日本が之に直面するのも、しない も、私は日本自体の考え如何に依って決 であると う風に考えるのであります。若し自分がその意味の危機を欲するならば、危機は何時でも参りま 。之に反 て、日本は危機を欲しない、そういう危機は全然避けて行きたいという気持ち るならば、私は日本の考え一つで其危機は何時でも避け得ると確信致します
（11
（
。
　
そういうわけだから、日本は「権謀術算などということ
は頭から去ってしまって」堂々として ればいい、というのであった
（11
（
。
　
この発言は大きな波紋を呼んだ。佐藤の答弁後、陸軍の
政府委員が外相秘書官安東義良の所へ来て、極東軍備が急速に充実してきたソ連に日満ともに脅威を感じており、日
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本の軍備拡充を急務としているのだから、佐藤外相が戦争勃発という危機に直面するのもしないのも日本自体の考えによって決まるなど呑気な事を言ってもらっては困る、二月一七日議会で林首相が満州国を中心とした周囲の情勢は一触即発という状態にあると述べたのと抵触する で、修正して貰えないか、 苦情を申し入れ 。陸軍側はそ 足で大橋八郎内閣書記官長にも同様の申し入れ 行 た
（11
（
。そ
こで安東秘書官が堀内次 共 陸軍側の申し出を佐藤外相に報告し、 「国会では言葉尻をとらえて政府攻撃 することがある。意とするところを説明することで、間接的に断ればいいから、ここは善処して ただきたい」と進言した。すると、佐藤は俄然不機嫌となり、 「真実 述べて国民を啓発することが何故悪いのか、自分はこれらのことを言わんが為に大臣を引き受けたといってもよいのだ」と叱った。その め堀内は説得に時間がかか たが、それでも「君たちが んなに言うならなんとか説明しよう」となんとか説得に応じた
（11
（
。この後大橋書記官長から連絡、打ち
合わせがあったらしく、大橋書記官長は記者団に対して「首相と外相の時局認識に対しては、毫も食い違いはない。首相は満州国境の現状 説明し、外相は外交の本筋を一般論として述べたにすぎないのだ。一般論と現実論を混淆さ
せるようなことは、外相の言葉が足りなかった」というような談話を発表している
（1
（
。
　
しかし佐藤の演説は閣内においても重大な反響があった
ので、政府は翌一二日午前九時過ぎ、林首相、佐藤外相、杉山陸相 米内海相の四相に梅津美治郎陸軍次官を交えて対策を協議した。その結果、まず同日午後の貴族院予算委員会で大蔵公望男爵の緊急質問に答えるかたちで、外相が補足説明を加えた。例えば、 「日本の考え一つで危機は何時でも避けられると確信する」云々 点について、当方より積極的に戦いを誘発するような態度を慎むという意味で、相手側から如何に挑発されても忍従するという意味ではない などと釈明したのである
（11
（
。実はこの大蔵の質問も、
後宮淳軍務局長を通した陸軍省から、政府に釈明 機会を与えてほしいという依頼によるものであった
（11
（
。また、依
頼を受けた際同時に大蔵は後宮か 、 し意見が合わない場合は杉山陸相 辞職する決心がある、とも伝え聞いている
（11
（
。後宮の言葉は陸軍の総意であっただろうし、結果的に
杉山が辞職することはなかったが、それだ この演説は重大視されていたというわけである。 その日の日記に「首相・外相の時局認識相違問題に付、二相の釈明を求む。佐藤外相より相当上手な釈明あり。傍聴中の後宮軍務局長
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も此れに満足す。 」 「尚、後に至り林首相よりも外相との間に意見の疎隔毫もなき旨の返事あり。事件は大凡此れに落着す可しと思はる
（11
（
。 」と書いている。
　
議会では、永井柳太郎民政党幹事長、安藤正純政友会幹
事長ら大物政党議員は、外相の発言は至極適切で別に補足の必要はない、と外相演説を支持する意向を見せた 一方で、国民同盟幹事長清瀬一郎や東方会の三浦虎雄ら小会派を中心に佐藤演説への批判が起こった。それでも佐藤は、二〇日の衆議院予算総会で、補足説明は補充 意味であって前説を覆した ではなく訂正の必要もないと思う、と終始一貫した立場を強調した
（11
（
。このように佐藤の発言が何度
も繰り返し説明 求められたのは、内閣での意見の不一致が許されない時局 反映してい だと思われる。また、内政に初めて登場 佐藤尚武が、一体ど ような人物のかという確認も兼ねていたと思わ る。
第二章
　
時代背景
　
第一節
　
陸軍を中心とした対ソ戦準備
　
前章で明らかになった佐藤の外交理念は、国際社会にお
ける日本の価値を真に高めることがその第一目的であった。それは道徳的であり、帝国主義の時代おいては一見場
違いにすら見える。では実際のところ、世論との兼ね合いはどのようであったか 本章では佐藤外相登場の意味を考察したい。　
佐藤が外相に就任した当時、対ソ戦備強化の一連の動き
があったことは、七月に日中戦争が勃発してしまったため忘れられがちだが、見逃せない重要な一面であるのでここで触れたい。　
一九三二年頃の日本軍と極東ソ軍の兵力比率は、師団
数が日本軍は極東ソ軍の五〇％ 飛行機数は五〇％、戦車数は二〇％であったが、一九三五年頃 なると師団数三六％、飛行機数二三％、戦車数一八％とその差が開いている
（11
（
。一九三五年八月、陸軍参謀本部作戦課長に就任した
石原莞爾はソ連軍の兵力の拡充ぶりを知り、日本と極東ソ軍との間に驚くほど差が生まれている事実を認めざるを得なかった。石原にとってこの日ソ間の兵力差は放置しておけない問題だったのである
（11
（
。そこで石原は、 「これでは戦
争が成り立たぬ、内地も満州も大開発をやらねばならぬ」と言ってソ満国境におけ 兵力増強、軍備拡充に着手すべく、同年秋頃、 鉄経済調査局東京駐在員宮崎正義を中心に、日本の経済力総合判断をする調査機関として日満財政経済研究会を創立した
（11
（
。その目的は一九四一年までに対ソ
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戦準備として対ソ八割の兵備を整え維持する、日満北支を範囲とする産業の飛躍的発展を図る、経済機構の変革・根本改革の準備であった
（11
（
。そのためにも、中国との衝突は極
力避けるべきであると主張していた
（1
（
。
　
石原・宮崎らは「昭和一二年度以降五年間歳入歳出計画、
附緊急実施国策大綱」を一九三六年八月作成した。その内容は行政改革案・経済統制案・満州と内地の軍需工業拡充計画に重点が置かれていた
（11
（
。これを参謀本部並びに陸軍省
軍務課で説明、次いで「本会 研究に好意を有する政界及び財界の権威者に対しても 案を提示説明した」 。そ 権力者の中で石原プランに比較的積極的だったのが、林銑十郎、近衛文麿、池田成彬 結城豊太郎、津田信吾、鮎川義介らであった
（11
（
。これらの人物を中心に林内閣擁立の策動は
行われたのである。　
この対ソ軍備強化のための日満兵力拡充計画は林内閣成
立後も着々と形作られていき、一九三七年五月二九日、 「重要産業五ヶ年計画要綱」が政府に提出された。この計画立案には日満財政経済研究会よりもむしろ、陸軍省 主体に関わっていた
（11
（
。しかしながら「概ね昭和十六年を期し計
画的 重要産業の振興を策し以て有事 日、日満及北支於て重要資源を自給し得るに至らしむると共に 平時国力
の飛躍的発展を計り東亜指導の実力を確立す」というこの計画方針は石原・宮崎らの打ち立てた構想と大枠にお て一致している。このことか 、この計画が研究会の案 強く影響を受けているのは明ら であり、陸軍 石原・宮崎らの影響を受けていた とが分 る。　
一方外務省では、安東義良秘書官が、陸軍から軍部の傀
儡になるような大臣を押し付けられる様なことがあっては一大事だと思い、至急外務省課長級中堅 集め、この中堅の総意として外務大臣候補を組閣本部に推薦してはどうかと諮った
（11
（
。そこで佐藤大使を推薦したところ、たちまちに
一決したので、安東はかねてからの知り合 であった石原を通じ、組閣本部に伝えてもらった
（11
（
。石原と佐藤の関わり
については は きり は分らないが、国際連盟で満州事変が取り上げられてい ころ、石原は参謀本部からジュネーブへ派遣されてい 当時一般軍縮会議 日本全権でありまた国際連盟臨時総会の日本代表でもあった佐藤の評判は知っていたようである。石原はこの外務中堅の総意伝達依頼を快く引き受けた
（11
（
。
　
石原が直接佐藤を推したという確証は得られなかった。
しかし、林内閣の組閣に密接に関与していた が安東の申 出に快く応じたのは、ソ連通である佐藤 キャリア
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が評価されたからだと筆者は考える。もしソ連と衝突した際、佐藤ならばうまく交渉を進められ と見込まれたと言うことが出来るだろ 。入閣の際、林首相が佐藤と認識のズレがあってはならないと意志確認をしたのも、林内閣がこの構想の実行内閣であっ ために、日満経済提携強化構想と佐藤の考えが合うかどうかの確認が必要であったからだと考えられる。つまり、佐藤が外相に就任できた理由の一つとして、佐藤の戦争回避志向と経済進出 対する関心の高さが日満経済計画に沿うものだったと言える。　
第二節
　
中国政策見直しの流れ
　
中国政策の行き詰まりに対し、国内では中国政策見直し
の動きが見られた。元駐華大使有吉明は一九三六年九月、「日支関係再検討」と題して東京朝日新聞に記事を載せている。有吉に言わせ ば、日中間で不祥事件が多発する原因は、両国間の感情の高ぶりによるものであり、各自主張すべきところは十二分に主張すべきだが同時に互いにの内情に同情しあう互譲の精神で解決していくことが必要である、というので った。互いに敵視せず友好国 して小異を捨て大同につき解決してゆけば日中間の交渉は容易に解決できるのではな か、と考えていたのである。有吉
は加えて、中国の統一運動に対しては日本は助勢しないまでも阻止するようなことがないようにする必要があるのではないか、と述べた
（11
（
。
　
一九三六年一二月『東洋経済新報』は「対支外交の徹底
的失敗」と題し、こう論じている。対中政策が行詰まっているのだから、根本的な転換が必要である。そのためには日中両国ともに真面目な反省が必要である。そして日本が断行しなければならないの 対中政策の目標を確立することと、中国に対する各方面の働きかけを完全に統制することである と述べた。さらに 日 の存立上、絶対に必要な目的の貫徹については躊躇する必要 ない それ以外のことからはキッパリと手を引くがよかろう、と述べた
（11
（
。
　
このように、雑誌・新聞でも対中政策見直しを求める動
きはあった。それらは必要以上 中国に干渉しないこ 、中国の統一運動の邪魔 しないことなどを主張して た。そして何より、日中両国が歩み寄るべきこ を求め い　
では軍部ではどうだったか。軍部でも対中政策に意見す
る案が複数提出されている それらを順を追っ 見ていきたい。一九三七年二月三日軍令部第一部横井忠雄大佐は 「対支方策再検討に関する意見」を提出した。その内容は以下の通りであ 。日中共存共栄に対す 最も大きな障害は中
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国全土に蔓延する抗日意識である。その抗日意識高揚の背景には、日本が従来中国に対し行ってきた政策が、余りに強圧的、覇道的のものが多かった事実を否定出来ない。前年八月の「帝国外交方針」を変更する必要はないが「北支をして防共親日満の特殊地域たらしむ」ることには、北支・防共のとらえ方が人によって異な 。そのため、 北支に種々施策を行おうとする者がいる。しかし、真に親日満となるならば防共は自然 達成されるものであるから、 「日 両国との経済的、文化的融合提携」を主眼とするよう すのが適当である、とい ものであった
（11
（
。横井は、今までの
日本 対中政策が中国 硬化させていることを認め、経済提携を提案した である。横井は らに続けて以下のように述べた。広田内閣 「第二次北支処理要綱」では、北支の分治を主眼としている。しかし、分治の強調は北支を中央政権から独立させ、日本が傀儡政権樹立を策しうに解される。し がって、北支の勢力範囲を拡張 ようと焦慮するよりも、速やかに経済開発に着手 要す。そために、外交の一元化が必要である。また、平等 場に立とうとする中国 立場は維持する
（1
（
。この横井の案に対し
海軍は異議なく、広田内閣の「北支処理要綱」を廃止 これに代わる「実行方策」 体裁となるよう 書き直すこと
を提案した
（11
（
。
　
この考えは佐藤の外交理念と類似している。佐藤の様に
相互平等の外交を唱える者が軍部にもいたということは、佐藤の方針が決して特異なものではなかっ いうことである。　
続いて二月五日軍令部次長嶋田繁太郎は「対支政策」を
提出した。ここでも、西安事件を契機とした中国の統一運動強化、それに伴う対中政策の変更 意識している。嶋田は経済関係の増進 よって東洋平和を図らせ ために、まず速やかに北支を明朗とし密輸を取り締まること、冀東政権解消の第一歩として中国人本位の明朗善政を行って不良日本人を駆逐するこ 北支 経済投資を行わせて政府がその投資を保証すること、中央政権と有力者 介 衷心了解を計ること、などを提案 た
（11
（
。
　
二月一八日に提出された楠本幾登大佐の「対支政策意見」
は、本田忠雄海軍武官との意見交換の結果を進言したものである。これによると、強硬政策 以て臨もうとすることは中国の現状を考えると実行不可能である、それのみならず、最終目的である東亜 安定に逆行 ものである、したがって、この観念を棄て挙国一致国交調整に邁進する必要がある、陸軍等出先官憲の独断専行を改めて統制すべき
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である、北支自由飛行及び密輸問題等も停止する方針を確立する必要がある、というものであった
（11
（
。一方で、国交調
整問題も、政府は慎重な静観態度を持し外交官、軍人、民間は逐次空気の緩和を図りつつ中国側から交渉再開を希望してくるのを待つべし もちろんその間に利用すべき のは利用し国交調整経済提携に努力すべきは言うま もない、と い
（11
（
。また、日本の強硬態度は見直すべきだが、
話し合いは中国側から持ちかけて来ることを希望していた
（11
（
。
　
二月二〇日外務省主務者大田一郎事務官は「対支実行策
及第二次北支処理要綱の調整に関する件」を提出した。内容は以下のとおりである。広田内閣 「対支実行策」 「第二次北支処理要綱」の、北支五省分治のような政治工作は支那側に日本の真意を誤解させ、不必要 日支関係を紛糾させた点が少なくない。したがって 政治的工作はなく差控え、経済工作の推進に主力を終結することが肝要ある。中国の統一運動に対しては公正な態度を以てこれに臨む。北支施策では、北支を防共親日満の地域 するとともに国防資源の獲得 交通施設 拡充を図る。そしてソ連の侵攻 備え、日満支三国提携、共助実現の基礎とすることが目的である この目的 達成は主として経済諸工作の
促進に依ることとする。この際急速に北支の分治を図るような政治工作は厳しく戒め、内外の疑惑と中国 対日不安感の解消に努める
（11
（
。この太田事務官の案は三月五日提出の
「海軍の対支実行策案」にも引用が多く見受けられる
（11
（
。
　
これら一連の動きを受けて四月一六日に出来上がったの
が外務・大蔵・陸軍・海軍四大臣決定の「対支実行策」と「北支指導方策」である。広田内閣時代の「対支実行策」は名前を変えずに内容を変え、 「第二次北支処理要綱」が「北支指導方策」へと変えられた これらは前述 太田事務官の案を反映させていることが伺える 容が随所に見られる。　
では、広田内閣からの変更点はどのように変えられたか。
それぞれの方針を比べた時の変更点 まとめると以下の通りである。まず、広田内閣では「親日満的地帯は北支五省を以て目途とすべきも徒に地域の拡大若は理想的分治の一挙完成」の「急速実現を終始念頭に置く」 、として北支の分治を強くうたっていた
（11
（
。さらに「南京政府をして北支の
特殊性を確認し北支の分治を牽制するが如き施措をなさず進む」 「北支政権に対し特殊且包括的なる分治 権限を賦与せし る様施策するも とす」とした上で、続けて分治の地域・内容について詳 く述べていた
（11
（
。
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これに対し新しい方針には、 「分治」という言葉は一切
使われていない。その代わりに北支を親日満地域とするために文化的・経済的諸工作の促進 主力を注ぐこととした
（1
（
。北支において「停戦地区の拡張、満州国の国境推進乃
至は北支の独立等の企図を有するが如き誤解を与えたるがなきに非ず」 。従って「今後の支那施策に当たりては此の種無用の誤解を与ふるが如き行動は厳に之を慎む」というのである
（11
（
。この様に、政治工作を主眼としていた広田内閣
の方針とは大 く異なり、分治を否定している。さらに問題となっていた冀東密輸と北支自由飛行につ ては、 「冀東地区における特殊貿易並 自由飛行 問題に関しては速やかに之が解決を計 も とす。 」と付け加えられた
（11
（
。
また、統一運動に対して 公正な態度で臨むこと、中国が侮日態度をとる原因の除去に努めること、とした
（11
（
。そのた
め、広田内閣の前述二方針に比べ と、日本が国交調整に重きを置き、中国に歩み寄った印象を受ける。　
また、広田内閣の二方針では「ソ連の侵寇
（11
（
」に備える旨
が書かれていたが、新しい方針では「赤化勢力の脅威
（11
（
」に
備えるというように変更された。直接ソ連を名指しにすることを避け、表現をぼかしている。ここからも、中国だでなく、現状ではソ連との衝突も避けたい意向が伺える。
　
これらの案は従来の方針に変更を加えるものであった。
しかしその一方で、どの案も一九三六年八月の「帝国外交方針」の変更は否定している。この方針は、満州との関係強化、ソ連 赤化進出を牽制す ために北支を日 支共同して防衛にあたる特殊地域とするように注力する、というものである
（11
（
。これを変更しないということは、つまり対中
政策の変更を打ち出して政治工作は否定 にしても、北支を防衛 為の特殊地域に ようとする動きは否定 きれていないということになる。また、ソ連を強く意識したこの方針を変えな ということは、各方面において、中国との国交調整の延長線上に対ソ軍備拡充を見据えて たと言えるだろう。
第三章
　
政策の実行
　
第一節
　
対中政策
　
本章では、佐藤が実際にどのような外交を展開したのか
を明らかにしたい。また、成果を得る見込みはあったのかを考察したい。　
中国政策で解決が急がれたのは、冀東特殊貿易廃止と北
支自由飛行問題であった。佐藤の就任が決まった三月三日、太田事務官は、冀察政権 対する河北省関税剰余 移譲と
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共に冀東密輸は廃止すること、排日的高率関税の引き下げを南京政府に要求すること、北支の経済開発のために南京政府より冀察政権に月額百万元を補助させることを伝えた
（11
（
。南京政府から冀察政権に補助金を払わせようと考える
ということは、当時日本側は冀察政権を南京政府と一体視していたということである。　
続けて太田は北支自由飛行問題に関しても以下のように
進言した。上海・福岡間連結問題、欧亜航空経路の実現のためにも、北支自由飛行問題は最も速やか 解決するべき性質のものである、この際川越茂大使と南京政府とを会談させ、北支自由飛行を取止めることに今日から方針を め上海・福岡間航空連結問題の急速実現 期する ともに、これを切っ掛けとし欧亜航空連結 話し合いを進め ことが良いだろう。ルフトハンザ の連絡のための安西着陸場の開設は急速な実現が迫られている 、場合 より恵通公司を解消し、南京政府の合意を得 日支合弁の新会社に合流させるくらいの覚悟を今日より決める必要があると伝えた
（11
（
。
　
三月四日東亜局第一課は「冀東貿易廃止に関する方針
案」を提出し、南京政府が冀察政権に対し約束していた月額百万元の補助を実行させること、それが行われた 冀東
特殊貿易は廃止することを提案した
（11
（
。三月一九日陸軍省は、
上海・福岡間航空交渉の開始によって、北支自由飛行問題は解決すること、また、日支合弁公司新設の際に恵通航空公司を改組 の両方に異存はないと示した
（1
（
。五月八
日陸軍省軍務局軍務課長柴山兼四郎は、 「特殊貿易廃止に関する方針案」 「対支航空問題の解決促進 関する方針案」の両案に異存はないとしながらも、交渉に関し天津軍と冀察側 面子を立てるよう配慮を求めた
（11
（
。とはいえ、軍部も
冀東特殊貿易廃止、北支自由飛行中止の方針に同調していたということである。　
この冀東特殊貿易の廃止を関東軍に取り付けるために
は、冀東地域内での日本の政治的優位性を放棄する代わりに華北における経済的発展の足場を築くこ が必要不可欠であった。そこで冀東地域内 採金事業と、滄石鉄道の敷設を予定していた。採金には住友 小倉正恆理事長が熱意を示し、鉄道 宋哲元の手で起工式だけ済ませた後は同時履行していく内意だった
（11
（
。この政策に対し佐藤は了承し
た。そこで、一九三七年四月に入って、陸軍から柴山大佐海軍から藤井茂少佐 外務省からは森島守人東亜局長が中国・満州に出張して懇談をし、陸海外三省の出先機関 了解を取り付けることに決まった
（11
（
。紆余曲折を経て、結局東
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条関東軍参謀長は関東軍の意見として、 「冀東地域内における日本の経済発展、その緒に就くにおいては、冀東防共自治政府の解消に異議なし」と 一札を手交した
（11
（
。東条英
機の承諾が建前上のものだったのかどうか分からないが表面上は冀東特殊貿易廃止に協力する姿勢を見せた。　
ではこの冀東特殊貿易廃止の実行はなされただろう
か。三井物産の事業報告書の数値をもとに検証したい。一九三六年の天津 取引額総額は前年の総額の約六十一分の一に減少している（表１参照） 。三井物産の密輸関与の有無は定かではないが、例年の取引額と比べても、砂糖取引でここまで変動があることは異常である
（11
（
。このことは
一九三六年に密輸が盛んに行われた影響で、正式 三井物物産を通した取引が減少したもの 見て良いだろう。一方で、一九三七年上期の取引高 平年並みである。早計かもしれないが、このことから冀東密輸は中止されていたと考えられる。　
一方、中国側の態度はどうだったか。佐藤大臣が議会で
表明した平等の立場に立つ方針に対し、中国としてもこに対して適当な態度を採らざるべからず、として佐藤 方針に賛同する議論が識者の間に起こっていた
（11
（
。中央政治会
議秘書長の張群は、日中間の問題を四つに分けて示した
表 1　砂糖の社外取引売約高推移（単位／トン）
（注）上は上期、下は下期の意。
（出展）『三井物産事業報告書』各期「砂糖商売高店別表」より作成。
　 1934年上 1934年下 1935年上 1935年下 1936年上 1936年下 1937年上 1937年下
大　　連 （（（,（（（ （（,（（（ （（（,（（0 （（,（（0 （（（,（（（ （（（,（（（ （（（,0（（ （（（,（0（
奉　　天 （（,0（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （0,（（（ （（,（（（ （（,（（（
新　　京 （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（0（ （（,（（（ （0,000 （0,（（（
ハルビン （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （（（,（（（ （（,（（（
天　　津 （0（ （（,（（（ （（（,（（（ （（,0（（ （（（ （,（（（ （（,（（（ （（,（（（
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それは、（一）
	 満州問題
（二）
	 塘沽及上海停戦協定の撤廃問題
（三）
	 北支における非合法既成事実の是正問題（冀東政府、 支自由飛行）
（四）
	 今後のフリクション回避
であった
（11
（
。そして（一）の満州問題はこの際提起せず、 （四）
は双方の自重による、結局（二）と（三）が問題であるが、「日本側の一部に於いては北支問題を解決する時は支那は直に満州問題に迫り来るべしとの観察をなす者ある模様なるが、右は全く杞憂にして第三及第二の問題解決に伴い場合に依りては満州問題を今後持ち出さざる様の話合を着け得ることも不可能とならざるべし」と語った
（11
（
。これにより、
満州国を堅持する方針の佐藤外交にとって 大きな障害は取り払われたと言える。　
佐藤は川越駐華大使を通じて、中国側に日本の方針を伝
達した。四月一七日 川越大使が汪兆銘と会談した ころ、汪は、以前周作民が日中経済提携 政治 解決を前提とすべき旨の意見を述べ種々議論を生じさせたが、この政治的障碍除去の要望は最小限度のものにして決して一時的に総ての問題を解決すべしと言うような理想を言っている
のではない、また政治問題の解決がなければ経済提携は絶対に不可能だと固執しているのでもない、要は政治問題、経済問題を並行して一歩一歩解決し漸次理想に向って進もうという意味 ある、と弁明した
（11
（
。
　
さらに五月一三日、日高信六郎代理大使が汪兆銘を訪問
した際、極めて小さな問題から一つずつ解決していくこと、華北の問題は日本にとっては死活問題ではな が中国にとっては死活問題であるのでこれを解決しなければ国民の信望を得ないことを語った
（1
（
。
　
これら中国側の動きを見ると、北支問題の処理を通して
国交調整を図ることは不可能でなかったように思われる。しかしながら、具体的な実行に移す前に内閣 解散、佐藤は外相から退いたのであった。　
第二節
　
対英政策
　
日本の安価な商品が世界に出回るようになると、イギリ
スはそれまで自国が占めていた市場が奪われるのを認 られず、両国間では経済衝突が絶えなかった。そ に加え日本が中国における力を強めていくことも イギリスは脅威に感じていた。一九三六年、イギリスのリース・ロスが中国の幣制改革に日本も参加するよう打診したが 日本はこ
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れを拒否した。これにより両国の雲行きはさらに怪しいものになっていた。　
しかしながらそうした中で、三月二六日、永代借地権問
題の解決がなされた。この永代借地権問題は過去数十年に渡って解決されずにい 問題であった。これが一挙に、しかも補償金を伴うことなく円満に解決し のである。これは、クライヴ駐日英国大使の努力の成果であった。イギリスを皮切りに、各国とも永代借地権の解消を行うことができた
（11
（
。このように、日英間に衝突が多々あった一方で、イ
ギリスの日本に対する融和的態度が伺える 日中交渉の仲介を依頼できる状態にはあった いうわけである　
四月三〇日、佐藤は吉田茂駐英大使への訓令で、中国の
対日態度は日本の当面している国際関係、特に日ソ関係現状と中国における孤立的 因由する ころ 少なくない、日中国交調節のためには中国との交渉と並行して列強との調節を行うことが必要である 特に中国に最も深い利害関係を有する英 との間に何らか具体的 話し合いを進めることが肝要である。イギリス側も中国に関し日英協調実現の希望を持っていると観察され で、対中交渉と並んで対英交渉も具体的に話し合いに入りたい、とイギリスと積極的に国交調整を図る意志を示した
（11
（
。
　
これをうけ吉田大使はさっそくイーデン英国外相に、佐
藤の意志を伝えた。これに対しイーデンは大いに安心した様子で、イギリス政府も協調的態度で日本と交渉することが出来る、と欣快の情を表した
（11
（
。
　
しかし、中国側は佐藤外相の展開しようとしている日英
関係の調整に重大な関心と警戒を持った。蒋介石は王外部長やドナルド顧問をヒューゲッセン駐華英国大使に接触させて、日英交渉の内容について 報を集めた。ヒュゲッセンはそのつど、イギリスは中国の犠牲において日英間の調節を計るようなことはし いと繰り返した。ドナルドは五月五日、大使に蒋介石が中国とイギリス 間の軍事的・経済的提携を強化したい意向をもっていることを告げ
（11
（
。
　
蒋介石・宋美齡夫妻は五月八日上海でヒューゲッセンと
長時間会談した。宋は中国がイギリス どの国よりも信頼していることを強調し、中英間の相互信頼を永久化す 方策はないかと発言したが、ヒューゲッセンは日英交渉の進展への危惧がこのような発言となったと推測した。蒋 日中関係に触れ、日本が北部チャハル、密輸問題を解決するならば、友好的 交渉が可能となる基盤ができると語り、イギリスの斡旋を希望した である。　
一方、ロンドンではジョージ六世戴冠式参列のため訪英
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一六三
していた孔祥熙財政部長は五月二〇日郭泰祺大使とともにイーデン外相を訪問、孔は蒋介石の指示を受けたとして、中英間の経済のみならず軍事・政治的関係強化を申し出た。孔は 国と は、国際連盟規約、九ヵ国条約などに全面的に依拠できないことを知ったため、国内統一のみ らず軍事力の強化を意図していると語り、海岸・河川防衛のための資材、技術専門家 援助などを求めた。さらに、中国は現在多数のドイツ人教官を雇っているが 日独防共協定の関係上憂慮されるので他の国籍、特にイギリス人教官に換えたいとも述べた。これに対し、イーデン外相は日英交渉が中国に不利益をも らすようなことはな と保証しまだ日本から具体的な提案はないが、交渉の大部分は中国と直接関係のない日英間 貿易問題になるだろう 述べた。加えてイーデン外相は会談の最後に 佐藤外相の新し 対中政策は信頼できるとし、それが良好な結果をもたらすようあらゆる可能な助勢を与えることが重要だと指摘した
（11
（
。
　
このように、イギリスは日中関係改善の仲介に積極的な
姿勢を見せたし、佐藤の外交術 信用していた。こ は、佐藤の目指す方針実現にとって好まし 流れであっ　
佐藤は五月一三日、枢密院で前述のような対中・対英政
策・方針の説明 行っ 。その際、イギリスが日中関係打
開の鍵となり得ることを述べた。さらに、イギリスとの交渉に関して「目下之が準備に付遺憾なきを期して居る次第であります」と述べ、意欲的な姿勢を示した
（11
（
。イギリスも
協調的であっただけに期待値も高かった。三ヶ月という短すぎる在任期間の めこの交渉が実現しなかったことは佐藤にとっては「千載の恨事
（11
（
」であった。
　
第三節
　
対ソ政策・原料品問題調査会議
　
ソ連は 月一一日のイズヴェスチヤ紙で、日ソ関係も日
本政府が両国の関係を根本から覆し 全責任を負わねばらぬが、これは日本政府が言葉ではなく実践すること 大切なのだ、もし佐藤新外相が真に新しい進路を宣言する方針ならば新外相はこの事実を実行によって証明せねば らぬ、と表明し、あくまで実行を求めた
（11
（
。当時日ソ間の重要
問題は漁業問題とソ満国交問題であった。四月一五日、モスクワから帰任した駐日大使ユレネフ大使は佐藤を訪問し、リトヴィノフ外務人民委員からのメッセージ 伝えた。それは ソ連は日ソ関係の改善を希望すること、以前から討議さ てきた国境制定委員会及び国境紛争委員会設置問題の交渉が停頓しているがソ連側は何時でも交渉再開の用意があること、佐藤が外相となったこ 機会に困難を打
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一六四
して関係を改善させることを希望すること、というものであった
（（11
（
。
　
これに対し佐藤は、二一日、ユレネフ大使に、自分個人
としては話 合いをすることに異議はないことを伝えた。そして五月五日、佐藤はユレネフに対し国境委員会設置の話し合いに関して、国境線をめぐり双方の主張が対立する地域内に日満ソとも国境制定に至 まで兵力を入れないこと、紛争処理委員会は各々独立した日満ソ三代表部により形成するが、委員の数は日満合わせてソ連側より多くくてもよいこと この二点に関して予め非公開で話し合いを行うのが適当だ 思う、 リトヴィノフへ伝言を依頼た
（（1（
（
。漁業問題は一応暫定取決めが成っていたので、佐藤は
国境問題を優先的に意識していたようである。　
五月一五日、ユレネフは離任にあたり佐藤を訪問し、佐
藤が五日に示した二点は共に受諾し得な というモスクワからの回答を伝えた。また、ソ連側はソ満国境は現存するものであり、この国境におい 平和維持 不可能で ないと述べた
（（10
（
。これに対し佐藤は、国境紛争の頻発は平和維持
が不可能だ 生じているのであっ 一層妥協的態度をとるよう再考を希望すること、ユレネフ離任後も話し合いをすべきことを述べた
（（10
（
。帰朝の途につく日、ユレ
ネフは記者団に対し、 在任中「日ソ関係が平和的手段によって解決し得るとの確信を得た」とし、国交調整に関して佐藤と数回会談した内容は言えないが、 この会談が「所謂デッド・ロックに乗り上げたと 考 て居らぬ、これについてはなお打開の余地があ 信じている、佐藤外相との会談も十分 時日を持ち得なかった 誠に残念と思う」 述べ、これからも交渉を続ける意向を示した
（（10
（
。この後ユレネ
フの後任にカズロフスキーが駐日大使となっ が 交渉を進める前に林内閣は解散、佐藤は外相を辞任した。ソ連通として名高い佐藤とソ連との交渉は期待すべき点であったと思うが、佐藤の就任期間が短かったことだけでなく、ソ連側の人事異動も重なったため、成果 あげることはなかった。佐藤のソ連との交渉に対する動きは対中国・イギリスに比べ少ない。佐藤は日ソ両国の関係悪化 認めつつも、戦争の危険は感じられなかった、と述べている
（（10
（
。佐藤
自身が直接ソ連と渡りあっ きた実績があるゆえに ソ連に対する危機感があまり かったようである。　
その他の政策として取り上げたいのは、国連の原料品問
題調査会議への参加である。こ 会議は、一九三五年に提唱され、外務省通商局が中心となって取り組んで た。この会議に対し佐藤は就任前から強い関心を示していた。佐
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藤は元々原料分配平等を主張していたが、一九三六年フランスで行った講演の中で、提唱者サー・サミュエル・ホーアの、ブロック経済が資源を持たぬ国の不安と不平を醸すものであり、これの解決策を考え、原料の公平な分配により排他的独占に対する危惧を一掃すべきであると う考えに同調しており 「本問題が現今の政治問題中第一位を占めたる事実は之を確認せざるを得ずと信ず」とまで述べていた
（（10
（
。また通商局も「原料資源問題は現下世界の最重要な
る問題の一」としている で、原料獲得に関して心配しており、この会議は期待されていたと言えるだろう
（（10
（
。第一回
会議は三月八日から一二日まで、第二回会議は六月 六日から二五日までの予定でそれぞれ行うことにな ていた。第一回会議は佐藤就任直後だったため、佐藤の主張はほとんど反映されていない あろう。佐藤は五月二四日 東京自由通商協会の講演で、原料市場の開放を第 回会議で首藤安人商務官を通じて主張すると述べている
（（10
（
。佐藤と首
藤商務官との間にどのようなやり取りがあったか 不明だが、第二回会議は林内閣解散後であったにもかかわらず、日本は輸出禁止・制限の廃止、未開地域の門戸開放などを提案している
（（10
（
。このことから、佐藤の主張は反映されたも
のと思われる。
　
第四節
　
佐藤外交の限界
　
対中政策の見直しが行われる一方で、関東軍参謀本部は
以下のように述べている。 「帝国は対ソ支関係の現状に鑑み速に満州国の治安を確立し、北支防衛を完成し対ソ必勝の戦備を充実する為、内蒙及北支工作を強行し該地域を日満支 融合地帯たらしむるの国策を速に実現する」 、 「北支那に日満依存地帯を建設せんとする国策は益々之が実現を緊急とし、之が為に帝国は断固たる決意を以て政治的工作を敢行せざるべからざるを痛感す
（（（1
（
」 。国内では中国に対す
る政治工作を見直す動きがあっ のに対し、陸軍の出先では逆の方針を求めていた。このように、当時日本の 部でも二つの意見が対立していたので る。　
一方、中国ではどのようであったか。前述のように、汪
兆銘や張群らは満州問題に触れることは避けており、日本の方針に協調的な姿勢 見せていた。しかし反対に、王寵恵らは満州の回復に積極的な意図 持っていた。王は四月二三日ヒューゲッセン駐華英国大使が満州問題を棚上げにした日中交渉の可能性を打診したところ、王は不可能 あると否定した。さらにヒューゲッセンが、遅かれ早かれ満州国を必要な場合に 武力を使ってでも回復するつもりと質問すると、王はこれを肯定した
（（（（
（
。中国側も日本と同様
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に、対立する意見が混在していたのである。　
このように対立する意見を互いに持ち合わせた不安定な
状態で、一つの大きな目標に向かって協調していくことは困難であっただろう。さらに、もし仮に協調していけたとしても、日中間の経済提携という大仕事を成し遂げるには、三ヶ月という在任期間はあまりに短すぎた。　
では北支への経済進出を政治工作と切り離すことは出来
たのだろうか。経済進出に同調していた満鉄を例に見 行きたい。満州事変後、満鉄は北支進出に積極的 関わり、北支に対する調査報告を積極的に行っていた。満鉄調査部の調査報告は日中戦争勃発後に作成されたものがほとんどだが、その中の「北支工業一般調査」 一九三七年五月に作成されたも である この調査は三月一七日から四月一〇日の二六日間、佐藤 在任期間中に行われた。その中の、 「冀東、冀察並山東に於ける鉱業権設定事情調査報告」の中で 中国に於ては省主管官署経由にて実業部に申請許可を受くるものなれども冀東政府に於ては営業庁一箇処に於て之 管掌するも である
（（（0
（
」続いて「冀東、冀察並山
東に於ける鉱業権設定事情」 は、冀 、冀察政権の特殊性は周知の事実であるとしたうえで、 権 異なる点は「冀東政権に於いては国営鉱業並金鉱に関して 全く別
個の条例を制定し只普通鉱業のみにつき現行中華民国鉱業法を踏襲しつつあれども独立政権として中華民国とは別個に単独処理を行い つあり
（（（0
（
。 」として、冀東政権の独立性
を認めている。このことから、満鉄が冀東政権の解消に応じていなかったことが分かる。さらに冀察政権 関しても、現在のところ可能性は希薄としながら 「将来該政府もまた独立国として単独処理する可能性あることである
（（（0
（
。 」と、
将来的な分治の可能性も視野に入れており、国民政府と冀察政権は別個とし とらえていた。この考えは 冀察 権を南京政府と一体とみなす政府の考えと一致していない。　
この満鉄調査部の「支那立案調査書類」シリーズは、満
鉄が着々と北支進出を進めていく過程を表している史料とされる
（（（0
（
。ここに載っているということは、この調査報告も
北支進出の一環だったと見て良いだろう。満鉄 松岡総裁は経済進出に同調してい
（（（0
（
。しかし、それは政治工作も含
む進出であって、佐藤が唱える政治不干渉 経済進出とは趣旨がずれていたと言える ろう。　
関東軍参謀部は、政治工作を進展させずに経済工作だけ
によって、結果を得ようとすることは不可能である、 述べている
（（（0
（
。確かにその通りで、政治と経済は密接なもので
あるから、政治工作を止め 経済提携のみにより北支に日
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満の影響力を強めようなどという考えは都合の良い話であったと言える。
おわりに
　
就任前の佐藤は、資源の乏しさや海に囲まれていること
など、地理的に日本の弱点を捉えていた。日本にとっての重要課題は、いか 他国から資源 得るかということ 、経済進出であると佐藤は考えた。就任前の講演や雑誌記事はソ連に関する内容が多く、長いソ連周辺勤務の経験が、ソ連通の認識を世間に与えていたことが伺える。また、どの講演でも日本の経済発展に関して述べていることは、佐藤の実利的な経済方面への関心の高さの表れであろう　
入閣の際に示した四つの条件には佐藤の外交理念がよく
表れている。それは極力戦争 回避すること どんな国とも同じように平等の立場で交渉することであった。佐藤はこれに基づき、中国、イギリス、ソ連いずれとも積極的に現状を打開する姿勢を示した。特に中国とは新しい出発点から出直す意向を示した。これは一からやり直す いうのではなく、強硬姿勢 改め平等に接するという意味であった。佐藤の発言に対する反響は大きく、特に陸軍が問題視していた。というのも、林内閣は陸軍主導で行っていた日
満経済強化政策の実行内閣であったために、閣内で足並みが乱れることは絶対にあってはならなかったからである。　
戦争を避ける、平等の立場に立つ、などという方針は一
見異色であるように見える。しかし、佐藤の就任前から対中政策見直しの土壌は出来上がっていた。そのため、佐藤の外交方針は異色だったわけではなく、流れに沿っ ものであった。これは先行研究と同じ結論である。　
しかし、見逃せないのは対ソ軍備強化の動きである。こ
れまで佐藤外相就任と対ソ軍備拡充との関連について着目されなかったが、本稿では陸軍が対ソ軍備拡張を図る背景との関連性を明らかにした。当時極東におけるソ連軍が急速に成長していたため、満州と日本国内 軍備強化を急ぐ声が高かった。佐藤の外相起用は、外務省 の人材不足の表れであったことは否めない。しかし 石原莞爾グループは林内閣の組閣に深く関与して たのだから、外相も彼らに認められる人物でなけ ばならなか であろう。したがって、中国に関して疎く、さらに在外生活が長く政治色を全く帯びていない佐藤が外相として受け容れられたのは、佐藤のソ連通として キャリアと 経済重視外交観が石原らの方針に沿うものだったからであろう。ま 、中国との国交調整が急がれる情勢にあっても、対ソ軍備強
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化の考えは依然として根付いていた。　
対中政策は 治干渉から経済提携への方針転換をうけ
て、冀東特殊貿易廃止、冀東政権廃止、北支自由飛行中止に向けて積極的に動いていた。中国側も、汪兆銘や張群はこれ 同調する姿勢を見せたし、満州問題には触れない意向さえ示した。満州国を譲歩の限度 た佐藤 とって、中国側のこの対応は喜ぶべきものであった。 は中国との交渉を順調に進めていくため イギリスとの協調が鍵になると考えた。イギリスを仲介として中国との調整を図ろうというわけである。イギリス側も佐藤 提案に対して賛同した。このように対中・英交渉は進展して く様子を見せた。　
一方、対ソ政策は駐日ソ連大使の異動が重なったこと、
佐藤自身が日ソ関係に危機感 抱いていなかったことが影響し、 進展は見られなかった。佐藤はソ連通として名高かっただけに残念であっ　
また、原料品問題調査会議は、佐藤が外相就任前から重
要課題として挙げていた原料獲得、市場開放 国際社会に向けて主張する絶好の機会であった。佐藤は首藤商務官進言し、六月に開かれた第二回会議で日本が行った答弁に自身の主張を反映させた。
　
このように佐藤は多方面にわたって積極的に現状打開を
図ろうとしたし、交渉相手国もそれに協調していく気配を見せた。佐藤の外交理念は王道的であり、国際社会における日本の価値を真に高めることが彼の第一目的であった。この理念にのっとり、国が一体となって実行出来れば、泥沼化する戦争に突き進むことはなかったかもしれない。　
しかし、日中両国ともに対立する意見を内在していた。
日本には依然として北支における政治工作を続ける考えが根強く残っていたし、中国 は満州回復を唱える者がいた。一つの大きな課題解決に向かって互いに歩調 合わせる態勢は整っていなかったのである。また、経済 策と政治工作は密接な関係にあるため、政治工作は止めるけれど経済的影響力を強めるなど、都合の良い話でしかなかった。したがって、佐藤の唱えた理想的外交論は実現可能性の低いものだったと言える。いずれにせよ、重要案件の結果を出すには三ヶ月という在任期間はあまりにも短かったこと言うまでもない。　
今回、経済提携に対する中国側の反応に関しては十分に
考察出来なかった。これについては、今後改めて研究を進めていきたい。
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